
関東学生ヨットクラブ連盟主催

-THE SPRING REGATTA 2023-

2023年度　春の連盟レース

NOTICE OF RACE

期間: 2024年2月22日(木)〜2月25日(日)

場所:神奈川県三浦郡葉山町 葉山新港

主催:関東学生ヨットクラブ連盟

1.規則

(1.1)本レガッタには、セーリング競技規則2021-2024、各クラス規則に定義された規則 (以下、
規則)を適用する。但し、レース公示、帆走指示書(以下、指示)で変更されたものを除く。

(1.2)規則42違反に対し付則Pを適用する。
(1.3)付則Gを適用する。
(1.4)以上の規則には、帆走指示書によって変更されている箇所がある。変更の全文は帆走指
示書に明記する。

2.参加資格と申込

(2.1)参加資格 関東学生ヨットクラブ連盟に所属している者、及びレース委員会に許可されたも

の。

(2.2)参加申込 受付期限:2024年2月15日(木)23時59分まで
(2.3) エントリー方法
以下のURLより申請

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSelqppXtXHTByXpHwvSHdSMi-19YDhOTQ0aX
6wj7GX0hlZSKQ/viewform?usp=pp_url

(2.4)参加料エントリー費:10000円/艇(レイトエントリー12000円/艇)



支払い方法:振り込み (期限:2024年2月15日(水)23時59分まで)
　　　　　　口座:みずほ銀行 渋谷支店 関東学生ヨットクラブ連盟 普通 210 1282557

3.コースおよび帆走指示書の交付日時・場所

(3.1)コースは帆走指示書にて記載する。
(3.2)帆走指示書はレース1週間前までに各団体にメールまたはその他適切な連絡にて配布す
る。配布を受けたものは所属チームに速やかに共有すること。

4.日程

(4.1)レース日程

2月22日 備品チェック

開会式

D旗掲揚時刻

最初の予告信号

8:30

8:40

9:30

10:30

2月23日

〜

2月24日

D旗掲揚時刻

最初の予告信号

9:30

10:30

2月25日 D旗掲揚時刻

最初の予告信号

閉会式

9:30

10:30

17:30

(4.2)本レガッタのレース目標数は15レースとする。原則として、14:30以降のスタート予告信号は
発しない。しかしレース委員会の裁量で予定時刻を変更することができる。



5.艇の得点

(5.1)付則Aの低得点方式を適用する。
(5.2)本レガッタは１レース完了をもって成立とする。
(5.3) i. ５レース未満しか完了しなかった場合、艇のシリーズの得点はレースの得点の合計
　　　 とする。

　　 ii. ５レース以上レースが成立した場合、艇のシリーズの得点は最も悪いレースを除外
　　　 したレースの得点の合計とする。

(5.4)各チームの団体の得点は、op艇を除くチームすべての艇のシリーズの得点の平均得点と
する。

(5.5)各レースの得点はop艇を含んだものとする。

6.ペナルティー方式

(6.1)規則44.3の得点ペナルティーが適用される。そのペナルティーは「艇数+１」位とする。
(6.2)ケース、インシデントのペナルティーの履行は明白なものとし、可能な限りジュリーボートに
その履行を主張することとする。

7.賞与

(7.1)賞与は以下の通り与える。

・個人部門 個人艇　１～３位

・新人賞　１艇

・ベストクルー賞

(7.2)各部門において、２艇以上のエントリーが行われていない場合、該当部門は賞与の対象か
ら外す。(変更となる場合もある。)

(7.3)op艇は部門において賞与の対象にはならない。(新人部門は除く)

(7.4)個人部門は、エントリーしている全現役艇を対象とする。

(7.5)新人賞は二年艇、ベストクルー賞は一年生クルーを対象とする。

(7.6)ベストクルー賞は

・上レグ

・下レグ

・スタート、回航

の各帆走過程において、クルーワークの精度を

・基本動作(タック・ジャイブなど)



・セールトリム（ジブトリム、スピントリム）

・ヒールバランス

・ヘルムスとのペアワークなど

の観点から、総合的に評価する。

8. リスク・ステートメント

規則３に「レースに参加するか、またはレースを続けるかについての艇の決定の責任は、その艇

にのみにある。」とある通り、自身の技量を客観的に理解し、当日の天候や海面の状況を鑑みた

上で、レースに参加することが義務付けられる。セーリングという競技の性質上、予測不可能な

インシデントが発生することは決して稀ではない。本レガッタは安全面を第一優先にして運営され

るが、競技者は「自らの命を自らの力で守る」ことができなければならない。

以上


